
内浜校区青少協 講 演 会

『不登校ってなあに』

不登校の何が問題なのか ～その背景と周囲の対応～

福岡市立 内浜公民館 講堂

令和 ２年２月１４日（金） １９時

令和２年２月１４日（金）１９時００分から福岡市立 内浜公民館の講堂 において内浜

校区青少協主催の講演会が行われました。参加者５１名で、自治会・ PTA ・教育関係・行

政関係など幅広く参加されていました。今回は私、ぼちぼちの会会長木村が講師として「『不

登校ってなあに』不登校の何が問題なのか ～その背景と周囲の対応～」をテーマに講演を

させていただきました。

「不登校問題」は学校だけでなく地域でも大きな問題としてとらえられていますが、

地域の方から見ればその実態がよくわかりずらいのが正直なところです。いまだに学校に

いかないのは育て方や個人的な問題だと思われていたり、多くの誤解が広がっています。

不登校がいけないことだという偏見で苦しんでいる子どもたちが多くいることはなかなか

理解されていません。また、理解しようとしても正しい情報が入ってこないことや自分が

どうしたらいいのかが解りづらいことも多いようです。不登校は個人の問題や学校・教育

問題だけでなく社会問題として取らえることも必要です。今回、講演後の感想などにも初

めて理解できたという言葉を多くいただきました。「不登校の何が問題か？」「不登校は問

題行動ではない。「何が・誰が不登校を難しいものにしているのか（本人の問題？）」「不登

校は特別な子どもの行動ではない」について理解を深めました。子どもは家庭・学校・地

域社会の 3 つの生活圏を持っています。それぞれの活動の場で認めれれうことが必要です。



学校の中に居場所がなくなれば不登校になります。家の中で認められなければ外に出るか

部屋に引きこもるか。そして地域機で認められなければ対人恐怖も含めて居場所がなくな

ります。一つでもまずは子どもを認めてあげることのできる場にしていくことが大切です。

そのためにも地域社会は子どもの成長にとって重要な役割を持っています。


